様式第１号（第５条、第８条関係）
鳥取県体験型コンテンツ造成支援事業補助金　補助対象経費等合計一覧表

（円）

	
	補助対象経費区分
	補助対象経費計

（Ａ）
	補助率

（Ｂ）
	(C)=(A)×(B)
	補助金上限額

(D)
	補助金申請(実績)額

(F)

	体験型観光コンテンツの新規造成
	１
	委託料
	
	１／２
	
	
	

	
	２
	謝金、旅費（専門家やアドバイザーの派遣に要する経費に限る）
	
	
	
	
	

	
	３
	備品購入費（汎用性がなく事業の目的外使用になり得ないものに限る）
	
	
	
	
	

	
	４
	需用費（消耗品費、印刷製本費等）
	
	
	
	
	

	
	５
	役務費（保険料等）
	
	
	
	
	

	
	６
	モニターツアー費（貸切バス料金、ガイド・案内料金、施設使用料、体験費、昼食代等）
	
	
	
	
	

	
	７
	使用料及び賃借料
	
	
	
	
	

	
	８
	チラシやホームページの制作等、造成した観光メニューの情報発信に必要な経費
	
	
	
	
	

	
	小　　計（①）
	
	－
	
	2,000,000
	

	既存の体験型コンテンツの磨き上げ（高付加価値化）
	１
	委託料
	
	１／２
	
	
	

	
	２
	謝金、旅費（専門家やアドバイザーの派遣に要する経費に限る）
	
	
	
	
	

	
	３
	備品購入費（汎用性がなく事業の目的外使用になり得ないものに限る）
	
	
	
	
	

	
	４
	需用費（消耗品費、印刷製本費等）
	
	
	
	
	

	
	５
	役務費（保険料等）
	
	
	
	
	

	
	６
	モニターツアー費（貸切バス料金、ガイド・案内料金、施設使用料、体験費、昼食代等）
	
	
	
	
	

	
	７
	使用料及び賃借料
	
	
	
	
	

	
	８
	チラシやホームページの制作等、造成した観光メニューの情報発信に必要な経費
	
	
	
	
	

	
	小　　計（②）
	
	－
	
	1,000,000
	

	XRを活用した体験型コンテンツの新規造成
	１
	委託料
	
	１／２
	
	
	

	
	２
	謝金、旅費（専門家やアドバイザーの派遣に要する経費に限る）
	
	
	
	
	

	
	３
	備品購入費（汎用性がなく事業の目的外使用になり得ないものに限る）
	
	
	
	
	

	
	４
	需用費（消耗品費、印刷製本費等）
	
	
	
	
	

	
	５
	役務費（保険料等）
	
	
	
	
	

	
	６
	モニターツアー費（貸切バス料金、ガイド・案内料金、施設使用料、体験費、昼食代等）
	
	
	
	
	

	
	７
	使用料及び賃借料
	
	
	
	
	

	
	８
	チラシやホームページの制作等、造成した観光メニューの情報発信に必要な経費
	
	
	
	
	

	
	小　　計（③）
	
	－
	
	4,000,000
	

	星取県推進型観光コンテンツの新規造成
	１
	備品等の購入や商品開発、ガイド養成等に要する経費
	
	１／２
	
	
	

	
	２
	旅行会社やマスコミ関係者に情報提供するために必要な旅行、資料作成等に要する経費
	
	
	
	
	

	
	３
	ホームページ制作やパンフレット作成など、造成したメニューの情報発信に必要な経費
	
	
	
	
	

	
	小　　計（④）
	
	－
	
	1,000,000
	

	合　　計（①＋②＋③＋④）
	
	－
	
	－
	


様式第２号（第５条、第８条関係）
令和　 年度鳥取県体験型観光コンテンツ造成支援事業補助金 事業報告書
１　申請者
	申請者団体名及び代表者名
	

	担当者名
	

	連絡先（電話番号）
	


２　事業の概要
	１　事業目的
２　事業計画の内容
事業に係る
地域に存在する
観光資源・魅力

事業内容
実施期間

実施場所

ターゲット
（年齢層・性別・エリア等）
誘客ルート・
情報発信の方法
（例）
・マスメディア（新聞、テレビ、雑誌等）の活用
・ホームページやSNSの活用

・旅行会社へのプロモーション
・観光協会との連携

・パンフレット設置による情報発信

・その他イベント、キャンペーン等
誘致目標

目標人数：　　　　　　　　　人／年
（参考）現在：　　　　　　　　人／年

モニターツアーの実施等
（　有 ・ 無　）
※有の場合は次の内容について記載すること

・内容

・時期

・招聘の対象者・人数

・モニタリング及び効果検証の方法
３　他の補助金の活用の有無（　有　・　無　）
　※いずれかに○をしてください。
　※「有」の場合は、活用する補助金名やその事業内容、当該補助金に係る問い合わせ先（補助金を所管している部署名や団体名及び連絡先）を記載してください。
４　消費税の取り扱い

　※いずれか一つを選択して○をしてください。

　（　　）①地方公共団体

　（　　）②免税事業者

　（　　）③簡易課税事業者（確定申告月：　　月申告）

　（　　）④特定収入割合が５％超の公益法人等

　（　　）⑤上記４のいずれでもない

【補助対象経費における消費税の取り扱い】

・①、②、③、④の場合：消費税額を補助対象経費に含めて補助金算定基準額を算定する。

・⑤の場合：消費税額を補助対象経費に含めないで補助金算定基準額を算定する。

【添付（追加提出）資料】

　・②の場合：補助事業実施年度の前々年度に係る法人税（個人事業主の場合は所得税）確定申告書の写し（税務署の収受印等のあるもの）及び決算書等、免税事業者であることを確認できる資料。

　・③の場合：補助事業実施年度における消費税確定申告書（簡易課税用）の写し（税務署の収受印等のあるもの）

　　※確定申告が当該補助金の交付申請日以降の場合は、確定申告後、速やかに提出すること。

　・④の場合：特定収入の割合を確認できる資料。
５　その他
　※補助事業の内容で、過去に補助金を活用して整備した実績がある場合は、当時の整備内容を記載してください。
　※また、今後、事業に他の補助金を活用する別の整備計画の予定がある場合はその内容を記載してください。
※事業実施上必要な法的規制（道路占用許可、警察・行政機関の協議の状況、旅行業法、道路運送法等）に対する調整状況等についても記載すること。
６　別途提出資料
　＜交付申請時＞
・収支予算書の根拠となる委託見積書及び仕様書や図面、購入予定備品の画像等
　　※委託見積書は２社以上から取得すること。
※委託費について、県内事業者への発注が困難な場合及び一社随意契約の場合は、その
理由書

＜実績報告時＞
・事業完了報告書等の成果物（販売開始や次年度販売に向けた整備の完了が分かる資料）
・収支決算書の根拠となる請求書及び内訳書、支出証票
・購入物品の画像及び耐用年数



様式第３号（第５条、第８条関係）
令和　 年度鳥取県体験型観光コンテンツ造成支援事業補助金収支決算書
　（収入の部）                                     　　　　　　　　　（単位：円）
	
	科　　　目
	予　算　額
	決　算　額
	差引増減額
	摘　要
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	合　計
	
	
	
	
	


· 収入の内容を具体的に記載すること。（モニターツアー参加費等）
　
　（支出の部）                                         　　　　　　 （単位：円）
	
	科　　　目
	予　算　額
	決　算　額
	差引増減額
	摘  要
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	合　計
	
	
	
	
	


